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茨城県江戸崎町時崎の上岩橋層中の化石棲管Rosse"αについて

菅沼一美率】 大森昌衛寒2平社定夫窯Ⅱ
竜ケ崎団体研究グループ*3

頭（図1）で，化石棲管は上岩橋層中のものである。

以下に，上岩橋層を鱗成する5種類の堆積相について

説明する（図2)。

堆積相1 ：細れきをともなう中粒砂で，厚さは1m前

後である。褐色を呈し，貝化石を含む。全体に弱い

平行層理がみられる。最下部は特に粗粒で貝化石が

密集し， しばしば化石床を形成する。堆積環境は，

海進時における前浜から外浜にかけてと考えられる。

堆積相2 ：厚さ5～15cmのシルト層と，厚さ10cm程

度の細粒～中粒砂層の互層から成り，部分的に厚さ

数cm～10cmの粗粒砂層をともなう。厚さは1m前

後である。一般に，強いバイオターベーンョンをう

けている。細粒～中粒砂層には，斜交葉理がみられ

る。堆積環境は内側陸棚と考えられる。

ここで報告する化石棲管Rosse腕は，この堆積相2

1．はじめに

竜ケ崎団体研究グループは， 1983年1月以降，茨城

県竜ケ崎市，江戸崎町周辺の稲敷台地南部に分布する

下総層群の堆積相と層序についての調査をおこなって

きた。その過程で下総層群中に，化石棲管Rossel"を

発見した。今回筆者らは，その産状や形態を詳細に調

査し，その堆積環境や造営生物についての推論を試み

たので，その結果を報告する。

2．産地周辺の地質と化石棲管の概要

(1)地質

本地域は標高25～30mの台地と，これを開析した低

地に分けられ，中部～上部更新統の下総層群が分布す

る。下総層群は，下位より上岩橋層以前の地層，上岩

橋層，木下層，常総層に区分される。上岩橋層の下位

の地層については， この付近では露頭条件が悪く，実

態を把握することはできない．

上岩橋層は，主に砂層から成る浅海成の堆積物で，

下位層を軽微な不整合面でおおい，木下層にも軽微な

不整合面をもっておおわれる。木下層も，砂層を主と

した浅海成の堆積物で，上位の常総層に整合的におお

われる。上岩橋層と木下層は，下位から上位に向かい．

海進期から海退期にいたる一連の堆積物で織成され，

粒度，組織，堆積構造，色調などから，それぞれ5種

類と7種類の堆積相が識別できる。

ここで報告する化石棲管は，上岩橋層と木下層のそ

れぞれ内側陸棚（静穏時の波浪作用限界水深以下）の

堆積物から産出する。筆者らが観察したのは, JR佐貫

駅から東北東へ14km離れた茨城県江戸崎町時崎の露

図1 露頭位置図。地形図は，国土地理院発行の

1/50,000「佐原」を使用した。
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図2上岩橋屑の模式柱状図一 一一

から産出する。

堆積相3 ：淘汰のよい灰色の極細粒～細粒砂で，泥質

部分をほとんど含まない。3～5mの厚さで，ハンモ

ック状斜交層理や，スウェール状斜交屑理が認めら

れる。堆積環境は~ド部外浜と考えられる。

堆積相4 ：大型のトラフ型斜交層理がよく発達した灰

色の中粒砂で,厚さは1.5～2.5m･斜交層理の基底に

は，極粗粒砂や細れき，黄白色の直径2～3mmの軽

石をともなう。二枚貝の化石が入ることもある。堆

稜環境は上部外浜と考えられる。

堆積相5 ：細れきをまじえた灰色の中粒砂で，厚さは

1～2.5mである。低角度の平行屑理が発達する。堆

稜環境は，前浜と考えられる。

(2)化石棲管

化石棲管の調査は， 「現生および化石の巣穴」 （生痕

研究グループ， 1989）の調査項目を参考にして，図3

のような調査カードを作成し観察記載をおこない，写

真撮影とスケッチを補った。

上岩橋屑から産出する化石棲管について概観する。

化石棲管は堆積相1，2，4，5から産出する。

堆積相1では，平行層理を切って直径1.5～2.0cm

のパイプ状の化石棲管が，層理面にほぼ垂直に発達し

ている。

堆積相2では，本論文の主題である保存良好な化石

棲管が，互層部に密集して産出する。この化石棲管は

シルト屑の上面から，下位の地層の中に垂直に伸び，

それらの上部はロート型に広がっている。

堆職相4では，木下府から伸びたパイプ状化石棲管

がみられる場合がある。これは直径が15～20cmで，

直線状もしくは弧状の形態をしており，表面に輪状彫

刻がある中空棲管である。棲管の全形を観察すること

はできなかったが，観察される限りで20cmを越える

ものもある（図版1-1)。

堆積相5では， ところによって，平行層理を切って，

多数の短小な曲線状の化石棲管(直径1～2mm)":密集

している。堆積相4と同様の木下層から伸びるパイプ

状化石棲管も認められ，その中の多くには，木下屑基

底部の貝殻砂に由来する貝殻片や砂が詰まっている

(図版1-2)。

堆積相1から産出するパイプ状化石棲管は，褐鉄鉱

が浸透し，やや不完全なため生痕属の判定は困難であ

るが，棲管表面に大小の願粒状突起が認められるため，

Ichnogen."吻勿"ZOゆ〃αLuNDGREN,1891を想起させる。

堆祇相2の棲管は, Ichnogen. Rossg/"DAHMER,

1937である。

堆穣相4のパイプ状棲管は，輪状彫刻のあることと，

長さ，太さの点で魚沼層群のGタイプ(Ichnogen.

Z逆"〃"RouAuLT, 1850)に似る力ざ，管壁のある点で

区別されるため生痕属名を定めることはできなかった。

堆積相5の短小で曲線状の化石棲管はIchnogen.

CI@072""/esvonSTERNBERG, 1833に類似している。こ

れは,菊地(1972)によるヒメスナホリムシ(＆冠"りれ"α

c〃"わ"jjtゆ07"")の生痕にも似ている。

3．化石棲管Rosse/iaの産状と特徴

(1)産状 上岩橘屑・堆積相2から産出する化石楼

－62－



年月日1992.05.24記減者菅沼場所時崎一③〈茨城県）

一

の
式
』
幽
艶
龍
十
声

fine samd

産

屑翻而との角度
ほぼ垂直

状生痩化石を含む地層

産出画準

上篝繕…"{墓”
岩相
細粒砂(ゆるいクロスラミナ)の
上位にシルト質粘土が重なる
共産化石
貝カストあり

口
Silt

coarse～very coarse sand

ｃｌｌｌｌｒａｒｇｈｔ

Ｓ
Ｓ
◆
１
Ｓ

ｖ
ｖ
材
Ⅳ

０
Ｏ
０

ｒ
ｏ
ｑ
ｒ
ｑ
ｄ
ｒ

ｒ
ｎ
ｒ
ｎ
ｒ

ｕ
ａ
ｕ
ａ
ｕ

ｏ
ｂ
ｓ
ｄ
Ｄ
Ｓ
ｂ

，
町
Ｏ
Ｂ
‐

ｕ
Ⅱ

’
ｔ
ｉ
０
Ｌ
・
１
．
Ｌ

１
‐
ｕ
’
○
．
１

．
１
ｅ
●
１
ｅ
・
１

５
画
Ｓ
目
Ｓ

ラミナとの関係
細粒砂のクロスラミナを切る
ラミナの乱れはない

密度（個／㎡）
55画×75国而積中29コ

ｎ
Ｕ
ｍ

Ｐ
Ｕ
ｃ

生痕 の 特徴
凸凸 やQ●■■早●■■●■･■台寺F守口■？■ ､宇字 勺■一口■■●－台■凸｡■凸■.■■.■■。.

大きさ 壁の状態
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上鎧部 7画 砂が同じ円状に

外径 とり込まれてい
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very fine～Coarsesand
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ロスラミナを切
り，外形は明瞭

全体の形塗
ロート型 回edium～CO己rsesan《1

0

図4化石棲管産出露頭の地質柱状図

縦断面
下部へゆくにし
たがって壁は薄
くなる

横断面
芯をほぼ同心円
状にシルト壁が
とりまく

屈曲の度合い
全体的にほぼ
垂演
屈曲なし

分岐の有無
分岐なし と周囲の細粒～中粒砂層から取り込まれたものである

ことが認められる(図版I-5-a, II-1-b, 3-b)。

④縦断面をみると,化石棲管の輪郭は,周囲が細粒～

中粒砂層の場合はきわめて明瞭で，斜交葉理をまった

く乱さずに切っている。周囲がシルト層の場合は，輪

郭が不明瞭となり，シルト層を乱していること力§多い。

⑤上面から観察すると，産状に2つのタイプが認め

られる。一つはシルト層中に複数の本化石棲管力曾接近

してみられる場合である（図版11-4)。もう一つは砂

質部が卓越したところに，化石棲管が単独でみられる

場合である。前者の場合は，芯のまわりの， シルトと

細粒砂の同心円状構造の発達が比較的小さい。それに

対して，後者の場合は，同心円状構造が大きく発達し

ロート型になる傾向がある。

(2)特徴 棲管の調査カードにより,堆積相2の代表

的な標本6点の特徴をまとめると表1のようになる。

これらの特徴から前述のように2つのタイプが認めら

れる。一つは，前述の前者のタイプで魚沼層群から

産出する小ミョウガ型（生痕研究グループ， 1989） と

よく似たタイプのものである。 もう一つは，前述の後

者のタイプで，化石棲管の上部が小ミョウガ型よりも

広がったロー卜状の形態をしたタイプである。両者と

もに長さは15～25cmであるが，上端部の直径は前者

が4～7cmであるのに対し，後者は10.5cmと大きくなる。

これらの化石棲管は，先端の開いた伸長した花弁形

である点で，魚沼層産のCy/"ぬたん"zzs (Rosse"z)

z""697j7り?加""商に似ている。しかし,筆者らの標本

では単一の花弁のものが多く，わずかに標本番号4(図

版II-1-a)が2つの花弁を連ねた形態を示している

にすぎない。また，先端の広がりが大きいことや，標

本番号2(図版1-4)JP,層理面における断面形態(図

版II-4)から推して，花弁が側方に分岐した複合体を

なすものがある点で，魚沼標本とは異なっている。

これらの形態から推して，筆者らは， これらの化石

棲管標本はIchnogen.Rosse/"DAHMER,1937に属すも

のと考える。本種とIchnogen.Cy"z曲允吻""SToots

その他

灘態
濠略図

段一一一一一鶉←哉

's)55cnl 41cm
0

丁

si]iyc]W

図3調査カード：調査項目とそれらの内容

管Rossg伽は，江戸崎町時崎の露頭で観察される。こ

の露頭における地質柱状図を図4に示す。Rosse"tzの

産状は次の通りである。

①砂泥互層中のシルト層上面から形成され，層理面

に対してほぼ垂直に伸び，屈曲のないものが多い。し

かし，化石棲管を産出する地層の粒度が変わると，そ

の部分から下方が屈曲し，層理面と60｡～80°の角度を

なすものもある（図版1-5-a, II-1-b)。

②中心部に直径6～10mmの芯をもち,芯は細粒砂で

充填されている。芯の表面に薄く褐鉄鉱力:付着してい

ることもある（図版II-1-b, II-3-a)。

なお,Kikuchi (1966)が記載した成田層産の棲管標本

にも似ているが，管壁の内側表面にみられる微細な平

行輪脈構造は，本化石棲管では確認できなかった。

③管壁は， シルトから成り，上部は厚く，下方へ次

第に薄くなり，末端部は丸く閉じるものと，周囲の岩

相との関係で不明瞭におわるものとがある。末端部で

若干屈曲を示すものもある。

横断面で観察すると，管壁の中に細粒砂がほぼ同心円

状に何層にも取り込まれている。しかし，その細粒砂

の形態は不規則で，必ずしも円としてはつながらず，

内側に凹面を向けた切れ切れのパッチ状をしている。

管壁内の細粒砂にも，褐鉄鉱の付着している部分がみ

られる（図版II-3-a, 3-b)。

縦断面で観察すると，管壁内の細粒砂は，棲管の上位
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表1 各標本の産状と特徴

－す一~「n
GJ 二2

細粒～中粒砂屑．
ゆるいクロスラミナ．

標本番号 1 64 5

細粒～中粒砂層（層厚16～
17cm） ．
ゆるいクロスラミナ．
その下位にバイオターベー
シヨンをうけた粘土胴と粗
粒砂層．

中
を
中

癖
中
癖
》

中
層
ト

ー
ト
ル

錨
呼
峰
鉦

騨
騨
認
識

細粒～中粒砂涌（ゆるいク
ロスラミナ)の上位に，レ
ンズ状にシルト屑．
下位に極粗粒砂．

細粒～中粒砂層（クロスラ
ミナ）の下位に粗粒砂厨．

細粒～中粒砂（クロスラミ
ナ）の下位にシルトの単層
があり，さらに下位に粗粒
砂層．

化石楼管左産州

する地臘の岩相

層理面との

なす角度

上から17cmのところまでほ
ぼ垂漬．
それより下部は約60。

ほぼ垂直 ほぼ華直

産
状

全体として約80° ほぼ垂直 ほほ篭直

細粒～中粒砂のクロスラミ
ナを切る
ラミナの乱れはない．

ゆるいクロスラミナを切る，
末鵡部付近の粗粒砂は乱れ
て，細粒～中粒砂に不規則
に取り込まｵむている．

クロスラミナを切るが,若
干不明砿．
下半分と周囲のシルトとの
境界は不明瞭．

クロスラミナを乱さずに切
る．

ラミナと

の関係

クロスラミナを乱さずに切
る．

棲管とシルト層との境界は
不明瞭．

クロスラミナを乱さず切る

ロート型（小ミョウガ型よ
り上部が広がった形態）

全体の
形態

小ミョウガ型 小ミョウガ型 小ミョウガ型 小ミョウガ型 小ミョウガ型
（縦長のロート型）

長さ

芯の径

外径

径
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

窪
獅
権

15cm

1cm

4cm

l”

長さ

芯の径

外径

長さ

芯の径

外径

長さ 20c画

芯の蔭{瀞，.;：
（下か､細くなる）

外径上端部 7cm

墨
》
準

16cm

上端部 0.7唾
上端部 10.5c國
上から5cm6.5cm
上から10cm3“
末端部 1“

14m

上端部0.6cm
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シルトの厚↓唾
下方へ薄くなる

シルトの厚い壁．
細粒砂が取り込まｵrている

シルトの壁の中に，棲管の
上位や周囲から細粒砂がと
りこまれている．

シルトの壁 シルトの厚い壁 シルトから成る縦長のロー
ト状の形で下方へ薄くなる石 壁の状態

屈曲なし 屈曲なし 上から7”のところで曲が
る．

上靖から10cmのところに貝
があり，それを避けるよう
に湾曲．

なし．ただし，末端部で若
干曲がる傾向がある．

わずかに湾曲する傾向は
ある．
末靖部は若干屈曲する．

棲 屈曲の度合い

分岐の有無 なし なし なし なし なし なし

管
芯(細粒砂〉をほぼ同心円
状にシルト壁がとりまく
シルト壁中に、ぽま同心円
状に細粒砂力癒り込まれて
いる．

芯（細粒砂）をほぼ同心円
状にシルト壁がとりまく．
芯はｼﾙﾄ壁の中央よりも
ややかたよったところにあ
る．

芯（細粒砂）をシルト壁が
とりまく．
シルト壁中に,細粒砂力港
に対して凹型にパッチ状に
とりこまｵTている．

芯(細粒砂）をシルト壁が
とりまく．

芯をシルト壁力瀝ぼ同心円
状にとりまく．

芯(細粒砂）をシルト壁が
とりまくが,不規則な円．
シルト壁中に取り込まれfて
いる組粒砂に褐鉄鉱の沈着

械断面の状態

の

下部へ壁は薄くなる
末蛸部は丸く閉じているよ
うにみえるが，露頭の奥へ
若干屈曲している可能性も
ある．

下部へ壁は薄くなる．小ミ
ョウガ型よりも上部力嘘が
っている．

下部へ壁は薄くなるが，シ
ルト層中では不明瞭．周囲
が砂からシルトに変わると
ころで棲管力堀曲する．
シルト中でも屈曲し,接管
と周囲の地屑との境界は不
明瞭になり，シルト層を乱
している．

貝を避けるように湾曲す
る．壁は下方に薄くなる
芯は壁の中心よりかたよっ
たところを通る．
シルト層を貫き，極粗粒砂
中でおわるが，末端部はシ
ルトの単層とつながり不明
瞭芯の表面に褐…沈
着あり．

末端部は若干曲がる傾向を
みせながら丸く閉じる．壁
中の細粒砂と芯表面の一部
に褐鉄鉱の沈着

周囲がシルト暦だと，壁と
シルト眉の境界は不明瞭．
末矯部は粗粒砂層中で不明
瞭になる．

特

縦断面の状態

徴

周囲の地層の描成物質力蜜
わると棲管に屈曲が生じる

笹壁中に取り込まれている
細粒砂が，周囲の細粒～中
粒砂につながっている状態
力靭擦で震る．

周囲の岩ｷ肋蜜化したとこ
ろで,椴管が曲がったり，
おわる傾向がある．

周囲の岩相力竣化すると棲
管がおわる傾向がみられるその他の

記紐事項



比較的安定した期間，上記のような生物が泥質堆積物

表面近くで活動したと推定できる。

inHowARD, 1966との関係について生痕研究グループ

(1989)は，前者を後者の亜属としたが，今回の標本の

発見によって今後さらに検討を加える必要力ざある。
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には， 日頃から関東平野の地質全般にわたりご教示を
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についてご教示をいただいている。記して感謝の意を

表したい。

4.Rosse/jaの造営生物について

本化石棲管の形態・構造の特徴から，造営生物や，

どのような状況で形成された棲管であるかは，現段階

で決めることはできない。しかし，化石棲管の観察を

もとに，考えられる事項をいくつかあげてみたい。

①この種類の化石棲管は堆積相2 （泥質部を多く含

む砂泥互層中）に限って産出していることから，泥質

物質に依存して生活をしている生物がつくったもので

あると考えられる。

②層理面に対してほぼ垂直に伸びることから，海底

にほぼ垂直に巣穴を掘ること力計多い生物である。

③砂泥互層の中でも，泥質物質の多いところでは，

芯のまわりに， シルトと細粒砂の同心円状構造があま

り発達せず，全体の直径が比較的小さい小ミョウガ型

になるのに対し，砂質のところでは，同心円状構造が

発達し，上部の広がったロート型になる。このことか

ら，管壁を構成する泥は， この生物の摂食後の排泄か，

呼吸作用などに関与していることが考えられる。

④①～③から，本化石棲管を形成した動物は，海水

中の浮遊生物を捕食する環形動物かイソギンチャク類

の可能性がある。

⑤縦断面でみた形態，構造は， とくにイソギンチャ

クなどの生物が，急速な堆積から逃れるための逃避痕

に似ている。標本番号4 （図版II-1-a)は矢印の位

置で棲管を更新していると思われ，逃避痕を想起させ

る。しかし，本化石棲管が，周囲の斜交葉理を乱さず

に切っているという事実もあり， この点については今

後のより詳しい検討が必要である。

⑥FreyandPemberton(1984)は,Rosse伽を含む

生痕相を示す堆積物は，静穏時の波浪作用限界水深以

下から暴風時の波浪作用限界水深までの堆積環境で堆

積したと考察している。しかし，大河の河口，潟，潮

間帯などでも見られるとも記載されている。

ここで報告したRosse腕は，先に述べたように，静

穏時の波浪作用限界水深以下の内側陸棚の堆積環境で

形成されたものと考えられる。すなわち，泥質堆積物

が堆積した後に，暴風時などに砂層が堆積するまでの
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》
曰

茨城県竜ケ崎市・江戸崎町付近に分布する下総層群（中部～上部更新統）の上岩橋層から発見した化石棲管

Rossg伽について報告する。化石を産出した地層は主として厚さ5～15cmのシルト層と，厚さ10cmほどの細粒

～中粒砂層の互層から成る。前者にはバイオターベーションが，後者には斜交葉理が発達し，内側陸棚の堆積物

と考えられる。

－65－



化石棲管はシルト層の上面から層理面に対してほぼ垂直に伸びており，中心部には直径6～10mmの細粒砂から

成る芯がある。そのまわりを泥と細粒砂の薄い管状壁が交互に取り巻いている。棲管の直径は下方で細く，上に

いくにしたがって太くなっていて，全体としてロート型をしており，上面は層理面で切られ，その部分の直径は

4～7cmのものが多いが，最大のものは10cmを越える。

棲管は砂層内では単一のロートを形成するが，泥質層中では側方に分岐した複合したロートを形成する。ロー

トの単元の形態は，新潟県の魚沼層群産のRosse"tzに似ているが，側方に広く分岐している点で区別される。

これらの化石棲管をつくった生物は，内側陸棚の泥質底に生息し，細粒砂中にほぼ垂直に穴を掘って生活して

いたと考えられる。棲管の壁面を，分泌した有機酸で固めた泥質物で保護し，砂の堆積による埋没を避けるため，

棲管の上部を広げた，一種の逃避溝造と思われる。

Ab､ract

ThewritersreportonRosse"sp., fossilburrowsfoundfromtheKami-iwahashiFormationof

ShimousaGroup(MiddletoUpperPleistocene)distributedintheenvironsofTokizaki,Edosaki-machi,

RyuugasakiCity, IbarakiPrefecture.

Fossil-bearingbedcomposedofthealternationofsilt layer, 5tol5cminthickness,andthefine

tomediumsandstone,aboutlOcminthickness.Theformerrichinbioturbatedstructure,whilethelatter

withcross-lamination, sotheyaresupposedtobethesedimentsontheinnershelf.

Fossilburrowsextendverticallyfromtheuppersurfaceofthesilt layer・Theywerecomposedof

slendercoreoffinesandstone(6tolOmmindiameter) andsurroundingthintabulaeofmudstoneand

finesandstone.Thetabulaeshowedafunnel-likeappearanceasitsdiametergraduallyincreasedtoward

upwards.Thetopofthefunnel,whichwascutbythebeddingplane,hadadiameterbetween4to7cm

inaveragebutoverlOcminthelargest.

Theshapeoftheburrowsdependedonthekimdsofthesurroundingsediments;asimplefunnel

-forminthefinesandstoneandcompositefimner-fbrmdiVe"nghorizontallyinthemuddybeds.AIthough

theformofasingleunitofthefunnelwassimilartothatofRりSsg"fromtheUcmwnaFormationin

NiigataPrefecture,thatofthecompositeonesdiffersfromtheformerintheirhorizontallydivergedshape.

HostanimaloftheseburrowsaresupposedtobeoneliVedonthemuddyfloorontheinnershelf

diggingburrowsverticallyinthefinesand.Theymayreinforcethewallsurfaceoftheburrowswithmuddy

materialscementedbysomesecretedorganicacids.Andtheyspreadtheupperpartoftheirburrowsto

escapefromtheburialbythedepositionofsand.Sotheymightbeakindofescapestructure.

図版の説明

図版I

1

きの矢印は貝カスト。

黒の矢印は，芯の表面の褐鉄鉱の付着を示す。

管壁中の細粒砂が， まわりの砂層から取り込

まれている状態がみられる。

表1の標本5

表1の標本6の最上部の横断面

芯の表面や管壁中の細粒砂に褐鉄鉱の付着が

みられる（矢印）

標本6

管壁中の細粒砂に褐鉄鉱の付着がみられる

(矢印)。

管壁中の細粒砂が，化石棲管のまわりや上位

の砂層から取り込まれている状態がみられる。

層理面の上から撮影した写真。

複数の化石棲管が密集している。

上岩橘層・堆積相4にみられるパイプ状化石

棲管(斜め下から撮彰）

上岩橋層・堆職相5にみられる曲線状の生痕

化石と，上位の木下層から伸びるパイプ｡状化

石棲管（矢印） （層理面の上から撮影）

表1の標本1 (左）

表1の標本2

表1の標本3

標本3の最上部の横断而

2

2

3－a

3

4

5－a

5－b

図版I1

1－a

3－b

表1の標本4

白ぬきの矢印は貝カスト

標本4

1-aよりもさらに露頭を削ったところ。白い

1－b 4
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欝沼一美ほか図版I
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図版1I 菅沼一美ほか
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